様式第3号(第9条関係)
会議結果
　次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。
	附属機関等の名称
	令和元年度みよし市男女共同参画審議会

	開催日時
	令和元年8月5日（月）
午前10時から午前11時40分まで

	開催場所
	みよし市役所 3階 研修室1・2

	出席者
	（委員）
田代　景子（東海学園大学経営学部教授）（会長）
前川　和彦（みよし市区長会代表（莇生行政区区長））（副会長）
野田　紀世子（みよし市小中学校校長会代表（北部小学校校長））
野口　尚子（みよし市社会教育委員会委員）　
野﨑　又嗣（みよし市民生児童委員協議会副会長）
湊　　裕　（連合愛知豊田地域協議会事務局長）
青木　雅代（ＪＡあいち豊田女性部三好支部支部長）
酒井　直美（みよし商工会女性部副部長）
宮代　カレン（在住外国人（三好丘桜））
幸田　純子（公募委員）
（事務局）
野々山市民協働部長、深谷市民協働部次長兼協働推進課長、山口協働推進課主任主査、海田女性活動推進員
（計14名）
傍聴者　0名
欠席者　0名

	次回開催予定日
	令和2年7月

	問合せ先
	協働推進課　担当者名　山口
電　話　0561-32-8025
ﾌｧｸｼﾐﾘ　0561-76-5702
メール　kyodo@city.aichi-miyoshi.lg.jp

	下欄に掲載するもの
	・議事録全文
・議事録要約
	要約した理由
	－

	審議経過
	＜内容＞
　委嘱状交付、あいさつ、自己紹介、正副会長の選出
＜議題＞
　（1）平成30年度「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2014-2018」の進捗状況（実績）について（資料No.1）
　（2）令和元年度「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2019-2023」の実施計画について（資料No.2）
＜その他＞
男女共同参画啓発事業「市民のつどい」について
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	本日は、お忙しい中、お集まりいただき、ありがとうございます。
定刻となりましたので、只今より「令和元年度みよし市男女共同参画審議会」を始めます。
最初に礼の交換を行います。
皆様、ご起立ください。
一同礼。
ご着席ください。
本日の会議は、みよし市男女共同参画推進条例に基づいて開催される会議です。また、みよし市附属機関の設置及び運営に関する要綱第6条に基づき、会議の全部を公開としておりますので、予めご了承ください。
傍聴人数は0人です。
それでは最初に、小野田市長より委嘱状を交付させていただきます。
《　市長　各委員の席に出向いて委嘱状交付　》
委員の皆様には、お世話になりますが、よろしくお願いします。ここで、小野田市長より、あいさつ申し上げます。
《市長　あいさつ》
本日は、お忙しい中、令和元年度みよし市男女共同参画審議会にご出席いただきありがとうございます。
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現は、女性だけでなく男性にも重要です。仕事や家庭生活、地域での活動、学習の機会など、さまざまな活動を自分が望む形で実現できる社会にすることが男女共同参画の担う役割だと思います。
今回配布させていただきました「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2019-2023」は、昨年度、この審議会の委員の皆様に審議を重ねていただくことで策定することができたプランとなります。改めて感謝を申し上げます。今後、このプランに基づいた施策を積極的に実施し、個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現を目指してまいります。
本日の会議では、男女共同参画に関する各課の施策の進捗状況と、今年度の実施計画について審議いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。
今後も、みよし市男女共同参画推進条例及び男女共同参画プランに基づき、男女共同参画を引き続き推進してまいります。委員の皆さまの多大なるご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。
ここで、公務のため小野田市長は退席させていただきます。
《　市長　退席　》
続きまして、2年間の任期の中で最初の審議会ということで、各委員さんより自己紹介をいただきたいと思います。会議資料にあります委員名簿の順にお願いします。
《　各委員　順に自己紹介　》
ありがとうございました。
　続いて、事務局の紹介をいたします。
《　事務局　自己紹介　》
それでは、正副会長の選出についてお諮りします。みよし市男女共同参画審議会要綱第3条第2項の規定により、会長、副会長は委員の互選により定めることとしておりますが、会長には学識経験者として東海学園大学からご推薦いただきました田代景子さんに、副会長にはこのような場も多く経験されていらっしゃる前川和彦さんに就任いただきたいと思いますがいかがでしょうか。
　賛成の方は挙手をお願いします。
《　全委員　賛成　》
全員賛成により、田代景子さんに会長、前川和彦さんに副会長に就任いただきたいと思います。
田代会長、前川副会長は会長、副会長の席に移動をお願いいたします。
それでは、新会長にひとことご挨拶をお願いいたします。
《　田代会長　あいさつ　》
　
　改めまして男女共同参画審議会の会長になりました、東海学園大学経営学部の田代景子です。本学のみよしキャンパスの経営学部も女性教授は私1人のみであり、女性の活躍やワーク・ライフ・バランスを考える必要があると思っております。みよし市で働いている者として、また、普段学生がお世話になっているみよし市に少しでも還元したいと思っております。一生懸命がんばりますのでよろしくお願いいたします。
これからの進行につきましては、みよし市男女共同参画審議会要綱第4条の規定により会長がその会議の議長となると規定しておりますので、田代会長にお願いいたします。
それでは、議題(1)平成30年度「みよし市男女共同参画プラン『パートナー』2014-2018」の進捗状況（実績）について、各基本目標別に事務局より説明をお願いします。
それでは、事前に配布している資料No.1について説明させていただきます。「みよし市男女共同参画プラン『パートナー』2014-2018」は昨年度までのプランの体系になります。基本目標は、「I.男女共同参画社会を目指す意識づくり」から「V.プランの総合的な推進体制づくり」の5つを掲げ、その下に13の「方針」、その下に32の「施策の方向」、122の「具体的施策」を記しているものになります。A,B,C,Dの評価のうち、121施策がA評価で計画通り実施し、1施策がB評価で一部未実施事業があるという状況であります。このB評価については後程説明させていただきます。昨年の審議会のなかでこの評価方法について良いのかどうかという声をいただいたことから、新たなプランの評価方法として数値目標を設定し、数値による評価ができるように見直しています。　

「みよし市男女共同参画プラン『パートナー』2014-2018」の評価につきましては、122の施策を所管課による自己評価をしています。ここからは主だった事業を簡単に紹介させていただきます。
2ページをご覧ください。まず、基本目標「I.男女共同参画社会を目指す意識づくり」として、男女共同参画ステップアップセミナーの開催、市民のつどいの開催等になります。男女共同参画ステップアップセミナーは、12月に2講座開催し、27名、48名の参加がありました。市民のつどいについては、男女共同参画の川柳を募集して、その表彰式、また、講演会として講師に森永卓郎氏を招き「男女共同参画について」というテーマで講演していただき、その後、映画「星めぐりの町」を上映し多くの方に参加していただきました。
続きまして、3ページをご覧ください。広報紙などによる啓発ということで、男女共同参画交流ネット通信の作成を年3回行い、関係団体に送付、みよし市のホームページに掲載することで男女共同参画の啓発を行ったものになります。
続きまして、4ページになります。人権の尊重等の関係になります。人権啓発映写会ということで「ベトナムの風に吹かれて」を上映し、300人の方にお越しいただきました。また、園児・小学生を対象に人権移動教室を開催しました。さらに、中学生を対象に人権教育講演会を南中学校、三好丘中学校で開催しました。
続きまして5ページをご覧ください。男女混合名簿の採用を推進するということで、こちらの施策が唯一、B評価となっております。内容としては、以前までは男子から始まり女子で終わるという名簿の順番を、男女混合にするというものであります。小学校は学校の判断に任せ混合名簿を採用しています。中学校に関しては、未実施であります。理由としましては、男女の区別がつきにくい名前も多く、学校事務をミスなく的確に遂行するためには、男女別の名簿を作成することが望ましいことや、校長先生や先生方の意見を尊重し、現場の判断に任せていることからB評価という評価をしております。
続きまして、6ページをご覧ください。基本目標「Ⅱ．男女ともあらゆる分野へ参画できる機会づくり」として、男女共同参画交流ネット事業の登録団体と年3回情報交換会を開催し、団体同士のネットワークづくりを推進しております。
続きまして、7ページをご覧ください。女性消防団防火啓発事業として、女性消防団が高齢者宅等への防火訪問を行い、防火意識の普及を図ることができました。また、各地区の防災訓練等で応急手当訓練の指導を行うなど、地域に密着した活動をしていただいております。　

次に、国際理解・多文化共生ということで外国人のための日本語教室を市民活動センターで開催しました。毎週水曜日、土曜日に開き、延べ人数ではございますが、水曜日は428人、土曜日は870人の参加がありました。また、日本語を教えるボランティアを育成するために日本語ボランティア講座を開催し、春期講座は10名、秋期講座は4名の方に参加いただきました。
続きまして、8ページをご覧ください。基本目標「Ⅲ．多様な働き方を選択できる環境づくり」として、子育て支援の充実を図っております。総合相談、子育てふれあい広場、なかよし地区子育て支援センター、ファミリーサポートセンターの機能を有する、みよし市の子育て支援の拠点施設として、特に就学前の子どもの子育てを総合的に支援しました。合わせて、乳幼児を連れた保護者が自由に交流できる場所として、子育て総合支援センターとカリヨンハウス内に「子育てふれあい広場」を運営しました。
続きまして、9ページをご覧ください。介護支援の充実として、家族介護者交流事業を実施し、市内に居住する家族介護者を対象に地域サロンを年6回、認知症の方を介護している家族を対象に介護者交流会（ひまわりの会）を12回開催しました。
続いて10ページをご覧ください。男性の家事・育児・介護参加の促進ということでパパママ教室を開催しました。子育てに関する学習機会の場として、父親にも子育てに参加してほしいという願いからパパママ教室を年12回開催し、延べ216人参加いただきました。また、男女雇用機会均等法の周知徹底ということで、県が推進する「あいち女性輝きカンパニー認証制度」に協力し、就労支援センターや広報で採用・職域拡大や管理職登用などの取組を広く情報提供し周知しました。
続きまして、11ページになります。就労能力向上・再就職のための支援として、市の就労支援センター（ジョブサポートみよし）の相談窓口で職業相談を受付けるとともに、広報や行政区回覧、HP等で積極的にこちらの利用を促しています。
続きまして12ページになります。再就職を希望する女性を対象にセミナーを開催しました。
続きまして13ページになります。基本目標「Ⅳ.健康で安心して暮らせるための基盤づくり」で、様々な困難を抱えている家族の支援ということで、福祉総合相談センターやジョブサポートみよしとともに、くらし・はたらく相談センターというものがあります。そちらで、多方面にわたる相談に応じました。また、委託している相談支援事業所の相談員と連携し、生きづらさを感じている人の相談を受付けました。　さらに、高齢者や障がい者の自立支援として、市営莇生住宅で段差の解消や、手すりの設置など住宅改善に要する費用の一部を助成し、障がい者等の自立支援を図りました。昨年度に関しては障がい者3件、高齢者12件、この補助制度をご利用いただきました。
続いて14ページをご覧ください。外国人市民への支援として、市内に在住されている外国人に対して、子育て・保育園・児童クラブなどに関する情報を母国語で提供し、住みやすい環境づくりに努めております。
続いて15ページをお願いたします。生涯にわたる健康づくりの中で、11月にサンアート小ホールにてみよし市民病院健康講座を開催し、明知上をはじめとした4行政区にて地域健康講座を開催しました。
続いて16ページをご覧ください。子どもの健全育成の分野の中の、子どもの虐待防止です。近年、年を経ることに相談件数、虐待案件が増加している中で、このような相談を受けるのと合わせて必要な場合に応じて一時避難等の対応をしています。
続きまして17ページをお願いいたします。各種相談事業の実施ということで一般住民相談、人権・行政合同相談、法律相談、司法書士・行政書士・土地家屋調査士合同相談といった様々な相談を受付けております。
続いて18ページをお願いいたします。上から2番目でありますが、女性相談窓口の充実ということで女性の悩みごと相談を実施しております。毎週月曜日正午から午後4時まで女性の悩みごと電話相談を46回実施しました。また、合わせて啓発カードを作成し、様々な施設へ設置を依頼しました。18ページの下から5段目のところで、同じく女性の悩みごと相談事業でございますが、県の女性相談担当、警察など他機関と連携しまして、DV被害などの相談、場合によっては一時避難等の対応など対処しております。それに伴いまして、DV、子ども虐待もそうですが、支援措置というもので、誰からも住民票をとれてしまうとその方の居場所が分かってしまうのでそういったものをとれなくする等、様々な措置がございます。DV被害者をはじめ、経済的に困窮している方には市役所の様々な部署と連携を図りながら生活の再建等を支援しております。
続きまして19ページをお願いします。基本目標「V.プランの総合的な推進体制づくり」でございます。主に市役所内の意識もしくは制度改革の推進ということで職員の研修を行いました。これは、男女にかかわらず職員の資質と能力向上を図っておりまして、市町村職員研修センター等が主催する様々な研修に職員を派遣しました。下から2番目のところですが、昨年度、新たに4人の女性職員を課長級職員に、また、1人の女性職員を部長級職に登用しました。
以上、時間に限りがありますので抜粋して説明をさせていただきました。いずれにしましても、最初に申し上げました通り、昨年までの5年間の計画の最後の年ということになりますので、旧プランの評価方法に従いまして、122の事業のうち、121がA、1つがBという形になっております。以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いします。
ご説明ありがとうございました。ただいまの説明に関して委員の皆様にご質問、ご意見を承りたいと思います。

すごい市が努力している感じが伝わってきます。先ほどの説明にありました数値による評価はこの後で説明されますか。
はい。数値目標については、今年からの計画の中で数値目標を設定しまして、その目標に向かって、毎年度、今がどんな状態か評価していく形になりますので、来年の審議会から数値目標による評価方法を採用することになります。
数値目標を設定した目的としては、これだけたくさんの事業をやろうとしていることは分かるが、果たして本当に結果が出ているかどうかはこの従来の評価では分かりづらいということで、本当に効果があるかどうかを図るための目標値という理解でよろしいですか。
はい。ですが、数値目標は新しい計画のすべての項目に合わせることができれば良いが、中々そうはいかないことがあります。
事業のなかには数値で図ることができないものもあるということですか。
　そうです。事業によっては数値でこれが何％とはっきり設定できないものがあります。そのような事業では、目標に対して、こういう状況で、このような事をやっていますというような形で数字ではない評価をする必要もあります。具体的には、新プランの計画書の42ページから44ページで、昨年いろいろ協議をいただいたなかで数値目標を設定させていただいています。詳しい説明はまた後程させていただきますが、最終的には2023年度にはこの目標が達成できるように毎年度評価を行いたいと思います。現状、2018年度までの評価では数値目標といった考えがなかったため、実施したか、実施しなかったかが評価の分かれ目になっております。そのようなことを少しでも是正するために新しい計画では数値目標を設定しています。昨年度までの評価では121施策がA評価ということもあり、もう少しシビアに査定するためにも数値目標を設定しました。
分かりました、お願いします。現状がどうなっているか、あるべき姿がどうなっているか、それに向かっているかどうかを明確な図り方にしなければ、こんなに努力しても効果があるかどうか分からないので、数値目標を設定するということで安心しました。
ありがとうございました。とても的確な意見でした。5か年計画されているものが、5か年計画に分割されていない。平成30年度の計画がこの5年のうちどうだったのか位置づけがない。事業をやったか、やっていないかでA評価、B評価かと評価をしている。これは所管課の自己評価であり、そのような評価方法を他で見たことがない。ただ、それは過去における評価方法で今後改善していくと思います。やはり、5か年計画の中で年次で施策管理をしていく必要があると思います。また、財政面に関しても書かれておらず、ある程度の予算まで開示していただかないと、市民目線では納得いかないと思います。厳しい課題ではありますが、事務局のほうが取り組んでいただきたいと思います。できましたら、所管課による自己評価でなく、外部評価を是非ご検討していただきいと思います。
7月30日の中日新聞の朝刊が目につきましたので切って参りました。内容が、中部9県の防災の指針部分になる部署で女性の幹部がいないという記事でした。運営責任者の女性が少ないため、避難場所に女性の必要な物資の要望が伝わりづらいという実態があったという内容です。震災があった時には意見を聞いてくれる場所、それが女性の問題であるかもしれないのでそういった受け皿があると有難いと思いました。
貴重なご指摘ありがとうございます。事務局はこちらに関していかがでしょうか。
旧プランの中には避難所運営に特化したものはありませんでしたが、新プランの27ページに「男女共同参画の視点を取り入れた避難所運営」というものを新たに追加しております。先ほどいただいた幹部職の観点とは少し違いますが、女性に対する配慮を避難所マニュアルの中に記載しており、男女共同参画の視点をいれた避難所運営について検討していくようにしています。
防災関連について、女性消防団の育成の実績の欄ですが、女性消防団が高齢者宅へ防火訪問を行っておりますが、それに加えて、民生児童委員と消防団と一緒に防火訪問、安否確認、高齢者だけでなく一人暮らし宅へ訪問するのはどうでしょうか。
ありがとうございます。防災安全についてですが、今の意見に事務局はどうお考えですか。
防災安全課、福祉課のほうに本日いただいた意見についてお話させていただきたいと思います。
一か所B評価がある点について、混合名簿の問題ですがこれに関して野田委員はいかがですか。
混合名簿が話題になったのは10年以上前の話であるが、その時には
小・中学校で話題になっており、一部の小学校では混合名簿を採用しており、北部小学校では混合名簿を採用しています。その後は大きく話題になっておらず、混合名簿であるか混合名簿ではないかが男女平等についての影響はあまりないように思っています。どちらかというと、身体測定などの際に男女混合名簿ではない名簿を活用するとなると効率的ではなく、分かれていた方が便利ということで中学校の方では混合名簿に踏み切っていない状況であります。
　事務局の方はどうお考えですか。
今、野田委員がおっしゃっていた通りであり、以前から男女混合名簿を実施するということが目標となっていました。しかし、学校現場では、現実には難しい部分があるということで市もしくは教育委員会から学校現場に対し男女混合名簿を実施しなさいという指示、指導までは至っていないということです。先ほど野田先生がおっしゃっていたように中学校のほうでは難しいという中で、事務局としては旧プランでは混合名簿を実施するということを目標に掲げていましたが、新プランでは混合名簿の採用の推進という言い方に改めて、できる部分はやっていただくという考え方に改めています。
はい、ありがとうございます。それでは、議題（2）令和元年度「みよし男女共同参画プラン『パートナー』2019-2023」の実施計画について、事務局より説明をお願いしします。
それでは、資料No.2をご覧ください。昨年度皆様のご協力をいただきながら策定しました『パートナー』2019-2023の計画に沿いまして今年度の事業の実施について計画をまとめさせていただいたものになります。こちらも、項目的には大変数がございます。新プランから新たに設けました項目、それから、事業の中で今年度から拡充した事業等を抜粋して説明させていただきたいと思います。　
まず、1ページのところでありますが下から2番目にございます、性の多様性に関する理解促進ということで新たに具体的な施策に掲げております。内容につきましては、昨今LGBTのような言葉を多く聞くようになりました。性の多様性に関する理解を促進するために、まずすべての職員が理解し、啓発に努めてもらえるように職員向けの研修を開催し、周知啓発に努めてまいります。
それから2ページでありますが下から4つ目のキャリア教育の推進です。これも委員の皆様の意見をいただきまして新たに新プランの項目として設置したものになります。内容につきましては中学校で行われている職場体験を通して職の内容や性別に関係なく、誰もが体験したい仕事に就くことができるようキャリア教育の推進を目指していくものになります。
続いて3ページの一番下でございますが、先ほどの質問の中で山口から説明させていただいたものになります。男女共同参画の視点を取り入れた避難所運営になります。こちらも、新プランの中で新たに掲げさせていただきました。避難所運営マニュアルに基づき、男女が安心して過ごせる避難所運営ができるような防災訓練を行っていくものになります。
続いて4ページでございます。子ども医療費支給事業ということでこちらは新しい項目ではございませんが、事業の内容を拡充したものになりますので簡単に紹介させていただきます。子ども医療費、例えば、入院等を子どもが利用した場合は個人負担がないようにするという制度で、30年度は15歳になる年度末いわゆる中学生まで無料ということでやっていました。この4月から制度拡充いたしまして18歳の年度末いわゆる高校生までは入院に限り無料と今年度から拡充させていただきました。
続きまして6ページをお願いいたします。下から4段目になりますが、女性の活躍促進宣言及びあいち女性輝きカンパニーの普及促進というものでこちらも新たに新プランで掲げさせていただきました。現在、県が推進しております「あいち女性輝きカンパニー認証制度」に協力し、働きながら育児・介護等ができる環境づくりなどの取組を広く情報提供し啓発しているものになります。市内いくつかの企業がこちらの認証を取得されたと伺っております。これからも、こういった認証を取っていただけるように啓発していきたいと考えております。
続いて8ページをお願いいたします。市役所の外国人相談窓口の設置は今年度から事業を拡充しております。内容については、30年度まではポルトガル語の案内業務を火曜日と金曜日の午後1時から午後4時までのみ通訳の方を配置させていただいたのですが、今年4月からその時間を拡張しております。曜日については、月曜日から金曜日に拡張しました。ただし、月・火・金は午後1時から午後4時まで、水・木は午前9時から正午までとし、相談できる時間を拡充しております。続いて同じページの下から4つ目になります。こちらも新たに項目掛けをしたものになります。こころの健康づくりの実施ということで、市のほうで自殺対策計画というものを策定しています。これは、国の法律に基づきすべての市町村が策定するものです。こちらは、自殺に対する誤った認識や偏見を払拭した中で教育活動、広報活動等を通じた啓発事業を展開していくものになります。
次の9ページをお願いします。下から3段目になります。DV、いわゆる配偶者等からの暴力の件数が最近増えてきており、中には深刻なケースなどございます。そういった背景により、相談支援体制の充実を図っていきます。来年度に向けての話になりますが、市役所としてDVの窓口と児童虐待の窓口が別であるが、これを一本化できないかと今年度から検討を進めております。DVの被害者は児童虐待の被害者にかかわっているケースが多いため、できるだけ窓口を一本化し、相談者への負担をなくしていくものになります。
最後10ページになります。上から2段目の、プラン推進の進捗状況の管理になります。『パートナー』2019-2023に基づいて事業が推進されているかどうか、各進捗状況を調べました上で審議会に報告して委員の皆様からご意見をいただきたいと考えています。それから、1番下の女性職員の活躍の推進ですが、これも新しく項目を立てたもので女性活躍推進法に基づくものになります。女性職員は当然のこと、全職員が意欲をもって職業生活と家庭生活を両立できるように取組を実施していくものになります。
先ほどから申し上げております、数値目標についてのお話をここでさせていただきたいと思います。『パートナー』の42ページから44ページまでが数値目標について記したものになります。まず、重点目標ということで8項目ございます。数値としては2013年度の数値が一番左側、2017年度の実績として中央の欄、2023年度の目標値が一番右側になります。これに加えまして各基本目標を大きく4つに分けており、それぞれの基本目標に基づく成果目標を設定しております。例えば、基本目標Iでは3つの指標を目標に掲げています。現状が平成29年度の数値になります。一番上の市民を対象とした男女共同参画に関する研修会、講演会の開催数ということで、平成29年度の現状では6回、令和5年度の目標では8回開催することを目標に掲げています。今後それぞれの目標につきましては、毎年その数値の把握が可能なものになっているため、毎年その実績を出した上で、令和5年度の目標に向かって現在、どういう状況であるか確認できるようになっています。先ほども申し上げましたが、数ある施策のすべてにおいて数値目標が直接判断できないものもあります。その部分につきましては、言葉で現在このような状況であるという報告になります。基本的には、今までの評価の仕方を見直した上で、田代会長がおっしゃったように毎年度の目標も重要になってきます。その評価につきましてできるだけ皆様にも分かりやすく、市民の皆様にも公表してご納得をいただけるような形の評価をしていきたいと考えています。詳細についてはまた来年度の審議会にご報告をさせていただきたいと思います。以上、よろしくお願いします。
ご説明ありがとうございました。委員の皆様からご質問やご意見がありましたらお願いします。
　数値目標に関してはこれで完璧とはなりませんが、以前のプランより改善されていると思います。いくつか質問したいのですが、資料No.2の8ページで外国人相談窓口の設置で相談日の拡充というお話がありました。今年4月から入管法が改正され、今後外国人労働者、特にベトナム人が増えていくことが予想されているため、ポルトガル語だけの窓口では対応しづらい状況になると思います。そうすると、もう少し多言語の窓口を設置してもいいのではないかと思います。
　それから、女性に対するDVと児童虐待の窓口を一本化するというのをご検討中ということでございました。児童虐待の事件が増えている中で行政と児童相談センターとの連携あるいは、警察との連携というのをみよし市の場合どのように行っているのか、また、今後どうしていくのかお伺いしたいです。
　最後のページの女性職員活躍の推進の中でワーク・ライフ・バランスを推進していくということで、職員が活躍するためにはトップの意識改革が重要になりますので、イクボス宣言を市長が宣言する予定はありますか。以上です。
　ご意見ありがとうございます。3点ご質問がございましたが事務局の方、ご回答お願いします。
　順番にお答えさせていただきます。まず、一点目の外国人に関する質問ですが、たしかに、改正入管法の施行により、外国人の数が増加するのではないかという声があります。ただ、現状のみよし市を見ますと、外国人はたしかに増えてはいますが、急激に増えている状況ではないと判断しております。おっしゃるようにポルトガル語だけでなく、いろいろな言語が必要になってくると思いますが、すべての言語に対応できるということは難しいとは思います。少なくとも、みよし市で一番多いのはポルトガル語であろうというのがあります。英語については市民課の職員の中で対応できる者もおります。現状、対応できています。その他の言語については、最近タブレットで翻訳してくれるアプリがございます。私も使ったことがあります。十分かどうかは分かりませんが、かなり使えるなという印象を受けました。市としても市民課の方にタブレットで翻訳できる機械を入れまして、ポルトガル語、英語以外の言語についてはそれを利用して対応しています。加えて秘書課の方でポケトークを使って、必要に応じて対応しているという状況でございます。何か国語の通訳をお願いするというのは非常にお金の面で難しいので、現状そのような形で対応しています。外国人の増加は心配していたほどではないと感じております。
　続いて、DVと児童虐待についてですが、たしかに、新聞記事、マスコミ等で警察、それから児童相談所との連携がうまくいかずに問題がおきてしまったという例をよく耳にします。みよし市においては、そういった事案は聞いておりません。県の児童相談センターとみよし市の子育て支援課の方で連携し非常に密にしながら職員の方と一生懸命やっていただいております。直接の担当ではないため詳しくは承知しておりませんが児童相談センターと警察の連携に問題があるというのはございません。DVに関しては女性が被害者になることが非常に多く、その方がお子さんを持っていると児童虐待と関わっていることが多くあります。現在DVはDVで相談を受けて、児童虐待は児童虐待で相談を受けています。そうすると2か所で同じような話をして頂くということになりますので、そのようなことがないように出来るだけ相談者の負担を減らすような取組を考えております。DVは協働推進課が所管であるため、詳しいことは分かりますが、警察は暴力が起こっていないと対応していただけないというところがありますので、おそらく児童虐待の件もそうだと思います。暴力が起こりそうな状態であるという相談、それから過去に暴力があったが今はないという相談になると中々警察が動いてくれません。そういった恐れがある場合には一時避難という形を含めて相談者の希望にできるだけ叶えられるような対応をしております。DVなどの大切な案件については警察に関わっていただきますが、市単独もしくは県の女性相談センターと連携している場合が多い状況でございます。
　最後になりますが、女性活躍について市長の宣言という質問でございます。昨年もお話をいただいた中で市長も現状宣言まで考えて無いようなことを伺っております。
　外国人への対応ということで思ったより外国人数が増加していないということですね。豊田市のラグビーワールドカップが開催されるがタブレットの翻訳機能は医療用語といった専門用語は翻訳が難しいので近隣の市町村であったり、愛知県などとネットワークを使って上手に運用していってほしいと思います。
　ありがとうございます。近隣市町村及び県を含めてどういったことができるのか研究調査してまいります。
　よろしくお願いします。
　市民代表として幸田委員何かご意見はありますか。
　一度仕事をやめてしまうと中々社会に復帰できず、復帰したとしてもパートで限られた仕事しかできないようなジレンマを抱えており、子育てはお母さんのやる仕事という認識が時代に追いついていないように感じています。私たちよりもう少し下の年代になると共働きでうまくやっていけていて、お父さんが子育てを手伝っているという家庭が増えているが、もう少し子育てを男女一緒にできるようになればいいと思います。PTAも女性の割合が高く、一度そういったことを引き受けると一年間縛られてしまうことに悩んでいる方もいます。そういうのを、楽にみなさんが楽しく参加できるような政策をしていただきたいと思います。
市民代表の意見として事務局には重く受け止めて頂きたいと思います。
今の日本の教員は世界で一番労働時間が長いと言われていて、国、県からも働き方改革をやりなさいと言われるようになりました。具体的に取り組んでいることは、16時50分勤務終了であるが21時、22時まで働くのが普通でありました。しかし、なんとか19時、20時までには帰ろうとしています。また、できるようになってきています。
海外視察ということでニュージーランドを視察してきましたが、そこの教員システムをみると17時には帰ります。持ち帰る仕事はあるかもしれませんが、その後子育てをしている家庭が多くあります。働き方改革を市役所はじめいろいろな職場ができるような働きかけができるといいなと思います。
今の若い助教授には子育てが大事だから早く帰っていいと言っています。また、この日休みたいなど助教授には遠慮なく言ってもらっています。それでいいと思います。組織内での上司の理解が必要だと思います。こういった、組織、企業の中で子育てがうまくいく環境づくりが必要だと思います。
特化した事業をした方がいいと思います。男女共同参画は幅広いため難しいとは思うが、総合プランから抜け出したような事業があってもいいと思います。数値評価はできるだけ行い、相対評価になるものは相対評価で行う。やったかやらないかで評価するのもわかるが、それで市民が納得するかは別問題です。また、5か年の計画になるので、中間審査や年度末に審査を行った方がいいと思います。
　事務局の方で今のご意見についてどうですか。
みよし市の総合計画など、様々な計画のほとんどは数値目標化しています。その中で男女共同参画プランは遅れていたことになりますが、新プランで数値目標を設定することにしました。今後は数値目標で毎年度評価を行っていき、進捗が遅れているようであれば、どのように対策していくかを今後示していきます。また、男女共同参画に特化した事業についてですが、みよし市の流れでまんべんなく施策を行っているところがありますが、時代の流れによって市民のニーズが多様化しているため、男女共同参画に特化した事業をやっていく必要もあると考えています。
特化した事業とはどのようなものですか。
市役所が出来る範囲は限られていると思います。例えば、女性の働き方という問題は産業課が担当することになるので、なかなか難しいとは思うが働き方改革の周知啓発に商工会が協力したりするなど、もう少し特化してもいいと思います。
男女共同参画の参画する場所というのはいろいろあります。地域であり、職場であり、家庭、学校いろいろあります。施策を切るのではなく、1つの施策の見方から変えていき、セグメントを考えたような取組が必要になります。みよし市のまんべんなく施策を行うという横軸の考え方を縦軸に変えていくと何か見えてくるのではないかと思います。つまり、1つの問題点がいろいろな施策に絡み合っている場合が多いです。よりよい、みよし市の男女共同参画ができるように願っています。
毎年度で評価していくのであれば、その進捗に応じて、重点や優先順位を付け直していくべきだと思います。
また、数値目標の重点目標の⑤政治の場での男女の平等感というのがありますが、女性議員が0人であるということに対して問題意識が必要であると思います。そして、高齢者の健康づくりの点で「お肌の健康」セミナーというのは少し遠い気がするので、介護のセミナーに寄せた方がいいと思います。
女性議員が0人という点、健康づくりという点では介護のセミナーに寄せるといったご要望がありました。時間が限られていますので、事務局へは回答ではなく、要望として受け止めていただき、所管課の施策に反映させていただければと思います。
それでは本日予定されている議事は、すべて終了いたしました。慎重なるご審議、ありがとうございました。いただきました意見は、今後の計画に反映いただきますよう事務局にお願いいたします。
　これをもちまして、本日の議事を終了いたします。
それでは、事務局から連絡事項等ありましたらお願いします。
《市民のつどい　案内》
ありがとうございました。
今年度の男女共同参画審議会はこれで終了となります。次回は令和2年7月頃の開催を予定していますので、来年度開催日等決まりましたら改めて開催通知を送ります。
委員の皆さまからいただきました意見を基に所管課と協議し、男女共同参画に関する施策内容の向上に努めてまいります。今後もみよし市の男女共同参画行政にご理解・ご協力賜りますようお願い申し上げます。
以上をもちまして、令和元年度みよし市男女共同参画審議会を終了いたします。
皆さま、ご起立ください。
一同礼。
ありがとうございました。　（散会）



